
あ
な
た
の
知

り
た
い
をか
たち

に　平成２３年６月１
日
発

行
　
Ｎ
ｏ
．７
４

いよ
６

広報いよし

上
灘
中
学
校
の
藤
が
、

上
吾
川
で
咲
き
ま
し
た
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◉表紙の紹介

　昨年７月、上灘中学校と下灘中学校の

統合で処分される予定だった藤３本を、

上吾川市ノ坪地区に、住民の方々が移植

しました。

　住民の交流の場として作られた「一休

ひろば」で、手作りの藤棚につるを這わせ、

初めての花を咲かせました。
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今
月
の
あ
じ
な
も
の―

 

栗
の
木
と
山
ブ
キ

栗
畑
？

山
ブ
キ
畑
？

　

中
山
町
平
村
地
区
で
は
、
山
ブ
キ
の
栽

培
が
盛
ん
で
す
。
中
山
町
と
言
え
ば
栗
が

有
名
で
す
が
、
そ
の
栗
の
木
の
下
に
、
山

ブ
キ
が
植
え
ら
れ
、
４
～
６
月
に
最
盛
期

を
迎
え
ま
す
。

山
ブ
キ
は
地
下
茎
で
広
が
る

　

山
ブ
キ
は
、
一
株
植
え
る
と
、
地
下
茎

を
伸
ば
し
、
周
囲
に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

３０
～
４０
㎝
間
隔
で
植
え
る
と
、
一
年
後
に

は
、
一
面
に
山
ブ
キ
畑
が
出
来
上
が
り
ま

す
。

朝
晩
は
シ
ャ
キ
ッ
、
昼
は
グ
ッ
タ
リ

　

山
ブ
キ
は
、
水
分
が
多
く
、
雨
が
降
っ

て
大
き
く
育
ち
ま
す
。
朝
に
は
シ
ャ
キ
ッ

と
立
っ
て
い
ま
す
が
、
日
中
の
日
差
し
に

は
弱
く
、
す
ぐ
に
グ
ッ
タ
リ
し
て
、
ま
た

夜
に
な
る
と
元
通
り
元
気
に
な
り
ま
す
。

栗
の
木
陰
で

　

専
業
農
家
の
武
智
さ
ん（
写
真
左
）
は
、

朝
７
時
か
ら
夕
方
５
時
ま
で
、
山
ブ
キ
を

採
り
に
畑
に
行
き
ま
す
。
ま
ず
鎌
で
刈
り
、

葉
を
切
り
落
と
し
て
、
茎
だ
け
に
な
っ
た

も
の
を
、
長
さ
で
分
け
て
束
に
し
、
出
荷

し
ま
す
。
栗
の
葉
が
生
い
茂
っ
て
く
る
と
、

木
陰
に
な
り
、
日
中
の
作
業
も
ず
い
ぶ
ん

楽
に
な
り
ま
す
。

　

山
ブ
キ
の
お
い
し
い
食
べ
方
は
、
や
っ

ぱ
り
、
佃
煮
。
漬
物
や
天
ぷ
ら
に
し
て
も

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。



❶

❷

❸

❹

❺
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❶栗坂 真さん（双海町串）、㊦真
ま

結
い

ちゃん（４歳）、㊤侑
ゆ

愛
め

ちゃん（１歳）

「毎日一緒にお風呂に入ります。」

❷大北 浩久さん（下吾川）、稟
り ん な

奈ちゃ

ん（５歳）「普段は仕事で帰りが遅い

ので、休日に一緒にお風呂に入る

のがとても楽しみです。」

❸㊥永嶋 彰さん（下吾川）、久
ひ さ と

人く

ん（２歳）「お風呂に入れたり、公園

で遊んだり、できるだけ一緒に過

ごすようにしています。」

❹本川 友一さん（中山町中山）、㊨

日
ひ

向
な

子
こ

ちゃん（９歳）、㊧太
たいよう

陽くん（４

歳）「休日は子どもたちと公園に出

かけます。」

❺松本 貴裕さん（双海町上灘）、㊥

虎
こ た ろ う

汰郎くん（１１歳）、㊧虎
こ じ ろ う

志郎くん（９

歳）、㊨小
こ と り

都莉ちゃん（５歳）「これま

であまり育児に関わってないので、

今日からイクメンになります！」

❻星野 賢一さん（灘町）、㊧堅
けんせい

成く

ん（１０歳）、㊨壮
そ う た

汰くん（４歳）「毎日

一緒にお風呂に入るのが楽しみで

す。」

イ
ケ
メ
ン
よ
り

イ
ク
メ
ン
！！

　１年間育児休業を取得して、子育てに関わり

ました。妻・恵理も仕事をしていましたし、娘・

蓮
れ  な

奈（１歳）を出産後は、早期に職場復帰したい

という希望があったので、夫婦での話し合いの

結果、自然にそうなりました。

　勤務している部署で、私が男性として初めて

の育児休業取得になったのですが、周りの方の

理解もあり、特に問題もなく取得できました。

　最初は、初めてのことばかりで不安もありま

したが、１年間子育てに関わって、大変と感じ

ることより、子どもから喜びや幸せをもらうこ

との方が多かったです。子育てに関わってな

かったら体験できない、新しい喜びや楽しみを

見つけることができました。

　子どもと一緒に過ごせる時間は限られてい

ます。限られた時間だからこそ、その時間を大

切にしたいです。

　

共
働
き
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
現
代
、

子
育
て
を
す
る
う
え
で
、
男
性
の
持
つ
役

割
は
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
登
場
し
た
の
が「
イ
ク
メ
ン
」。

「
イ
ク
メ
ン
」
と
は
、子
育
て
を
積
極
的
に

楽
し
む
父
親
の
こ
と
で
す
。

　

最
近
で
は
、
父
親
向
け
の
育
児
雑
誌
が

発
行
さ
れ
た
り
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
、
子
育

て
を
楽
し
む
父
親
が
取
り
上
げ
ら
れ
た

り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
子
育
て
す

る
父
親
が
か
っ
こ
い
い
」
そ
ん
な
時
代
に

な
っ
て
い
ま
す
。　

先
輩
イ
ク
メ
ン

谷
本 

宏
行 

さ
ん

イクメン大集合！

　

見
た
目
が
か
っ
こ
い
い
男
性
は
イ
ケ
メ
ン
。

　

積
極
的
に
子
育
て
に
関
わ
る
男
性
は「
イ
ク
メ
ン
」と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

本
当
に
か
っ
こ
い
い
の
は
ど
ち
ら
？

　
「
イ
ク
メ
ン
」
の
登
場
な
ど
、
以
前
に
比

べ
子
育
て
に
関
わ
る
父
親
が
増
え
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
日
本
の
男
性
が

子
育
て
に
費
や
す
時
間
が
、
平
均
１
日
３０

分
程
度
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
他
の
先
進
国
と
比
べ
て
も
最
低
水

準
。
男
性
の
子
育
て
に
関
わ
る
時
間
が
短

い
こ
と
が
、
結
果
的
に
女
性
の
子
育
て
の

負
担
を
重
く
し
て
い
る
一
因
と
も
い
え
ま

す
。

　　

そ
れ
で
は
、
ま
だ
ま
だ
子
育
て
に
無
関

心
な
男
性
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

現
在
、
約
３
割
の
男
性
が「
育
児
休
業

を
取
得
し
た
い
」と
希
望
し
て
い
る
一
方

で
、
実
際
の
育
児
休
業
の
取
得
率
は
約
１
．

７
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

男
性
は
も
っ
と
育
児
に
関
わ
り
た
い
の

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
そ
れ
が
で
き

な
い
状
況
な
の
で
す
。

inter
view

特集

子
育
て
を
楽
し
む
お
父
さ
ん

子
育
て
１
日
３０
分
？

お
父
さ
ん
も
育
児
が
し
た
い
！
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男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
ア
ッ
プ
を
目

指
し
、
昨
年
６
月
に
改
正
育
児
・
介
護
休

業
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
働
く
男
性
が
、
積
極
的
に
育
児

を
で
き
る
社
会
に
し
よ
う
と
、「
イ
ク
メ
ン
」

を
情
報
発
信
す
る
「
イ
ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
男
性
が

育
児
を
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
も
整
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　　
「
イ
ク
メ
ン
」
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
女

性
に
集
中
し
が
ち
な
子
育
て
の
負
担
が
軽

く
な
り
、
男
女
と
も
仕
事
と
家
庭
を
両
立

し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
家
族
全
体
の
あ

り
方
の
変
化
が
、
社
会
全
体
の
豊
か
な
成

長
に
つ
な
が
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
役
そ
し
て
父
親
予
備
軍
の
皆
さ
ん
、

仕
事
の
関
係
や
周
り
の
環
境
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
不
安
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

父
親
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
、
伝
え
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子
育
て
を
通
じ

て
新
し
い
充
実
感
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

　市では、出産準備と育児のための「マザー教

室」を開催しています。沐浴指導には、母親と一

緒に父親も参加することが増えています。父親

の育児に前向きな姿は、とても頼もしく感じま

す。この教室への参加が「イクメン」への第１歩

になればと思います。

　母親の育児に対する不安やストレスを解消

するためには、父親の育児参加が必要です。父

親と母親が協力し合って育児をするためにも、

日ごろから何でも話して、お互いを理解し、思

いやる気持ちを持つことが大切です。

　子どもの成長には、日々目を見はるものがあ

ります。ぜひ、積極的に育児に参加し、子ども

の成長を肌で感じ、育児を楽しんでほしいです。

きっと、家族のきずなが深まり、より良い関係

が築けることと思います。

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

太
森 

真
喜
恵
（
保
健
師
）

inter
view

育
児
休
業
制
度
の
充
実

お
父
さ
ん
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

「ありがとう」を言葉で

散歩に出かけよう

料理に挑戦しよう

お母さんに「育児いつも

ありがとう」と気持ちを

言葉で伝えてみましょ

う。その一言が大事です。

親子での散歩は、コミュ

ニケーションできるよい

機会です。運動不足の解

消にもつながり、一石二

鳥です。

家族の食事作りに挑戦しま

しょう。苦手なお父さんは、誕

生日など特別な日に挑戦して

みるのも一つの方法。自分の料

理を家族が食べてくれたとき、

新しい喜びが生まれるかも。

あなたもイクメンに変身！



伊予市のために働きたい人、待ってます

平成２３年度伊予市職員採用試験

申し込み・問い合わせ　総務課人事担当

〒７９９－３１９３　伊予市米湊８２０番地

☎９８２－１１１１（内線５６０）

http://www.city.iyo.lg.jp

■試験区分・採用予定人数

○事務職（上級）　若干名

○技術職（土木・上級）　若干名

○保健師（上級）　若干名

○保育士（中級）　若干名

■受験資格

◎共通資格　地方公務員法第１６条の欠格条項に該

当しない者。

◎職種別の資格

○事務職・技術職　・日本国籍を有する、昭和５６年

４月２日～平成５年４月１日に生まれた者。（高校

在学者は除く。）

○保健師　・昭和５６年４月２日以降に生まれた者。

・保健師免許を有する者、または免許取得見込み者。

○保育士　・昭和５６年４月２日以降に生まれた者。

・保育士免許を有する者、または免許取得見込み者。

■試験日・場所・合格発表

○第１次試験

・７月２４日（日）９：００～、伊予市市民会館

　（教養試験・専門試験・職場適応性検査）

　※８月上旬に合格発表の予定です。

※第１次試験を受験し、試験結果の開示を

希望する人には、試験結果を通知します。

○第２次試験

・８月中旬（論文試験・集団討論試験）

・９月上旬（個別面接試験）

※試験場所は第１次試験合格者に別途通知します。

※９月中旬に合格発表の予定です。

■初任給

○事務職・技術職・保健師　１７２，２００円

○保育士　１５２，８００円

■採用予定日

　合格した者は採用候補者名簿に登載され、この

うちから採用者を決定します。採用候補者がすべ

て採用されるとは限りません。この名簿は平成２４

年４月１日以降の採用に対するもので、名簿に登

載された日から１年間有効です。

　保健師および保育士は、平成２４年４月１日まで

に免許、資格（合格証書）を取得しなかった場合は

採用されません。

■申込書の請求方法

　直接受け取る場合は、総務課人事担当でお渡し

します。郵送請求の場合は、封筒の表に「職員採用

試験申込書請求」と朱書きし、返信先を明記して

１４０円分の切手を貼った返信用封筒（角２）を必ず

同封して、人事担当へ郵送してください。

※伊予市のホームページからもダウンロードできます。

■申し込みに必要な書類

・申込書および受験票（どちらも写真貼付）

・最終学校の成績証明書（原本）

・保健師は保健師免許の写し、または国家試験受

験資格取得見込証明書

・保育士は保育士資格の写し、または資格取得見

込証明書

・返信用封筒（返信先を明記し８０円切手を貼付し

た長３の封筒）

※郵送で申し込む場合は、書類を入れた封筒の表に「採

用試験申し込み」と朱書きし、簡易書留郵便で送付し

てください。

※書類に不備がある場合は、受理できません。

■受付期間　６月１日（水）～２３日（木）

　（８：３０～１７：１５、土・日曜日を除く。）

※郵送の場合は、２３日（木）必着です。

※受付終了後、受験票を郵送しますので、試験当

日に必ず持参してください。受験票が７月８

日（金）までに届かない場合は、ご連絡ください。

あ
な
た

あ
な
た

受
か
っ
た
ぞ
ー
！！

意欲のある人

大歓迎！！

早
く
準
備
し
な
き
ゃ

(�) 広報いよし ２０１１．６
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公
開
や

意
見
の
募
集
っ
て
？

　

伊
予
市
は「
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
し
て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
市
民
の
声
を
聴
く
仕
組
み
が
整
っ
て

い
ま
す
。

　

行
政
評
価
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
、

公
開
や「
意
見
公
募
」
を
行
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
も
一
度
見
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

６
月
か
ら
平
成
２２
年
度
の
事
務
事
業
で

一
次
評
価
を
終
え
た
も
の
か
ら
順
次
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

　

７
月
か
ら
は
、
市
役
所
や
各
地
域
事
務

所
の
市
政
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
お

寄
せ
い
た
だ
く「
意
見
公
募
」も
始
ま
り
ま

す
。

※
前
年
度
ま
で
の
行
政
評
価
も
、伊
予
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.iyo.lg

.jp

）
で
、

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

行
政
改
革
・
政
策
推
進

室（
内
線
６
６
８
）

行
政
評
価
の
公
開

　

市
で
は
、
健
全
で
開
か
れ
た
行
政
経
営

を
実
現
す
る
た
め
、
全
て
の
事
務
事
業
を

対
象
に
、
行
政
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
評
価
と
は
、
効
果
的
・
効
率
的
な

行
政
運
営
に
向
け
て
、
目
標
を
設
定
し
、

限
ら
れ
た
行
政
資
源（
人
や
物
、お
金
な
ど
）

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト（
経
営
）の
仕
組
み
で
す
。　

　

市
が
行
う
事
務
事
業
に
つ
い
て
、「
目
的

に
沿
っ
て
い
る
か
」「
ど
れ
だ
け
の
経
費
を

使
っ
て
」「
ど
の
よ
う
な
成
果
が
出
た
か
」

な
ど
を
、
数
値
な
ど
の
分
か
り
や
す
い
指

標
を
使
っ
て
、
妥
当
性
・
有
効
性
・
効
率
性

な
ど
の
観
点
か
ら
事
業
評
価
し
ま
す
。

　

評
価
す
る
こ
と
で
、
現
状
や
問
題
点
の

把
握
、
課
題
な
ど
の
分
析
が
で
き
ま
す
。

『
行
政
評
価
』っ
て

何
だ
ろ
う
？

ぼくたち、

「あじの郷五勇士」

が説明します

事
業
評
価
を

ど
う
活
用
す
る
の
？

　

た
だ
、
評
価
を
し
て
、
問
題
点
や
課
題

を
分
析
し
た
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
で

す
よ
ね
。

　

そ
れ
を
次
の
事
業
に
活
か
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
、
そ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

よ
り
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

図
で
説
明
す
る
と
、
左
図
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

内
部
だ
け
の

評
価
な
の
？

　

市
の
内
部
評
価
だ
け
で
は
、
透
明
性
の

確
保
や
、
市
民
の
方
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
せ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
外
部
評
価
を
取
り
入
れ
た

り
、
評
価
結
果
を
公
開
し
た
り
、
広
く
市

民
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
そ
の
意
見
を
尊
重
し
、
事
業
の
方
向

性
を
決
め
て
行
き
ま
す
。

ＰlanＤo

Ｃheck Ａction

事業目標を

設定する

事業を

実施する

改善・改革を行

い、次の事業目

標に活かす。

事業評価

行政評価の仕組み

目的に沿っているか

どれだけの経費がか

かったか

どのような成果が出

たか　　　など

Γ
Γ

Γ 　行政評価で、事業

の無駄を省き、質の

向上を図ります。
　現状や問題点

を把握し、課題

を分析します。

外部

評価

公開

意見

公募



しせいニュースしせいニュース
　　　伊予市役所　　　☎９８２－１１１１

　　　中山地域事務所　☎９６７－１１１１

　　　双海地域事務所　☎９８６－１１１１

伊予市ホームページ　http://www.city.iyo.lg.jp

人の動き（４月末日現在）

　人口　　３９，３９６人（－１６）

　男　　　１８，４３０人（＋ ２）

　女　　　２０，９６６人（－１８）

　世帯　１５，６４２世帯（＋３５）

　出生　　　 　１９人（ー１０）

　死亡　　　　 ４４人（ー ４）

※外国人を含めた数値。（　）は前月比。

市内の交通事故状況（４月末日現在）

４月 累計 前年比

発　生 １１件 ４８件 －１５件

死　者 ０人 ０人 －１ 人

傷　者 １２人 ６１人 －２４人

市内の街頭犯罪等発生状況（４月末日現在）

４月 累計 前年比

侵 　 入  　盗 ４件 １０件 － ６件

自  動  車  盗 ０件 ０件 － １件

オートバイ盗 １件 ５件 ＋ １件

自  転  車  盗 ３件 ７件 －１２件

車 上 ね ら い ０件 ４件 －１１件

水道の休日当直当番業者

月 日 指定工事事業者 電　話

６

４㈯ ㈲二宮水道工業 下吾川 ９８３－２８１９

５㈰ 未来設備 尾　崎 ９８３－５２８２

１１㈯ 功栄設備 中　村 ９８２－５８８８

１２㈰ ㈲升田金物店 出　渕 ９６７－００６７

１８㈯ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川 ９８３－０３９８

１９㈰ 西岡建材㈱ 下吾川 ９８３－１５９８

２５㈯ 友澤設備 大　平 ９８２－１３８１

２６㈰ 武智水道工業㈱ 上三谷 ９８２－１２６８

７
２㈯ ㈲港南設備 稲　荷 ９８２－４４８７

３㈰ ㈱佐々木工業所 湊　町 ９８３－０４５０

※水道メーターから宅地側の修理は自己負担。
※業者への依頼は、８：００～１７：００。

市税の納期（６月）

納期限 口座引落日

市民税・県民税

（第１期）
６月３０日（木）６月２７日（月）

事
業
所
の
方
へ

事
業
系
ご
み
袋
の
色
が
「
無
色
透
明
」
に
な
り
ま
す

市
民
生
活
課
（
内
線
５
３
５
・
５
３
６
）

広報いよし ２０１１．６(�)

　

事
業
所
か
ら
出
る
一
般
廃
棄
物（
可

燃
ご
み
）の
袋
が
、８
月
１
日
㈪
か
ら「
無

色
透
明
」の
袋
で
９０
リ
ッ
ト
ル
以
内
の

も
の
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で

も
、
事
業
所
か
ら
出
れ
ば
、「
事
業
系
一

般
廃
棄
物
」と
な
り
ま
す
。

※
袋
は
市
販
の
も
の
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　　
「
事
業
系
一
般
廃
棄
物
」
は
家
庭
ご
み

用
指
定
袋（
黄
色
）で
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
に
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

①

排出事業者が、市の一般廃棄物収集運

搬許可業者と収集運搬契約をし、事業

系可燃ごみとして無色透明の袋で出す。

②

排出事業者が、自ら焼却場に持ち込み

処分する。

（本庁・双海地区）　→三秋清掃センター

（中山地区）　　　  →内山衛生事務組合

「事業系一般廃棄物（可燃ごみ）」を処分する方法

　本会議は原則として公開されていますので、

どなたでも傍聴できます。

■問い合わせ　議会事務局（内線６０６・６０７）

６月議会 傍聴してみませんか！

６月市議会定例会の日程

月 日 内　　　　　容

６

９㈭ 本会議 議案上程・提案理由の説明

１３㈪ 本会議 議案質疑・委員会付託

１７㈮ 本会議 一般質問

２０㈪ 本会議 一般質問

２１㈫ 委員会 常任委員会（産業建設委員会）

２２㈬ 委員会 常任委員会（総務委員会）

２３㈭ 委員会 常任委員会（民生文教委員会）

２９㈬ 本会議
１．委員長報告（質疑・討論・表決）

２．その他



任
期
満
了（
７
月

１９
日
）に
伴
う

■
選
挙
の
告
示
日　

　

７
月
３
日
㈰

■
選
挙
の
期
日
（
投
票
日
）

　

７
月

１０
日
㈰

■
選
挙
区
・
定
数

○
第
１
選
挙
区　

１５
人　

　

本
庁
地
区　

○
第
２
選
挙
区　

１５
人

　

中
山
・
双
海
地
区　

■
投
票
に
つ
い
て

　

投
票
が
で
き
る
人
は
、
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
で
す
。

■
立
候
補
説
明
会
に
つ
い
て

　

６
月
上
旬
を
予
定　

■
問
い
合
わ
せ

　

伊
予
市
選
挙
管
理
委
員
会（
内

線
５
８
３
・
５
８
４
）

しせいニュースしせいニュース

雨
水
を
利
用
し
て
、
節
水
を
し
ま
し
ょ
う

雨
水
タ
ン
ク
の
設
置
な
ど
に
上
限
３
万
円
を
補
助

市
民
生
活
課
（
内
線
５
３
５
・
５
３
６
）

　伊予市役所　　　〒７９９－３１９３  伊予市米湊８２０番地

　中山地域事務所　〒７９１－３２９２  伊予市中山町出渕２番耕地１２０番地

　双海地域事務所　〒７９９－３２９２  伊予市双海町上灘甲５８２１番地６

２０１１．６ 広報いよし (10)広報いよし ２０１１．６(11)

「
耐
震
改
修
住
宅
」「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
住
宅
」「
省
エ
ネ
改
修
住
宅
」

固
定
資
産
税
の
減
額
に
つ
い
て

税
務
課
（
内
線
５
３
４
）

　既存住宅を改修した場合、一定の要件を満たすと固定資産税が減額される制度があります。対象と

なる方は、税務課固定資産税担当までご連絡ください。

耐震改修住宅 バリアフリー改修住宅 省エネ改修住宅

対象 昭和５７年１月１日以前か

ら所在する居住割合が２

分の１以上の住宅

平成１９年１月１日以前から所在

する居住割合が２分の１以上の

住宅（賃貸住宅は除く）

平成２０年１月１日以前から所

在する居住割合が２分の１以

上の住宅（賃貸住宅は除く）

要件 ①平成１８年１月１日～平

成２７年１２月３１日に改

修工事が完了

②改修工事に要した費用

が３０万円以上

③改修工事が完了した日

から３か月以内に申告

書を提出

※申告書に、耐震基準適合住

宅証明書を添付すること。

①平成１９年４月１日～平成２５年

３月３１日に改修工事が完了

②次のいずれかの改修工事が行

われている

  ア．廊下などの拡幅

  イ．浴室・トイレの改良

  ウ．手すりの取り付け  など

③改修工事に要した費用の自己

負担額（補助金などを除く）が

３０万円以上

④高齢者、障害者などが、⑤の申

告の時点で居住している

⑤固定資産税の納税義務者が、改

修工事が完了した日から３か

月以内に申告書を提出

①平成２０年４月１日～平成２５

年３月３１日に改修工事が完

了

②次の改修工事（アを含めた工

事を行うこと）

　ア．窓の断熱（必須）  

　イ．天井などの断熱  

　ウ．壁の断熱 

　エ．床などの断熱

③改修工事に要した費用が

３０万円以上

④改修工事が完了した日から

３か月以内に申告書を提出

※申告書に、熱損失防止改修工事

証明書を添付すること。

減額

される

額

対象住宅の固定資産税額

の２分の１（１２０㎡相当額

まで）

対象住宅の固定資産税額の３分

の１（居住面積１００㎡相当額まで）

対象住宅の固定資産税額の３

分の１（居住面積１２０㎡相当額

まで）

減額

期間

①平成２２～２４年の改修⇒

工事完了の翌年度から

２年度分

②平成２５～２７年の改修⇒

工事完了の翌年度分

１年間（改修工事が完了した年の

翌年度分に限る）

１年間（改修工事が完了した年

の翌年度分に限る）

その他 バリアフリー改修・省エネ改修は、耐震改修や新築住宅の減額制度との併用適用はありません。

　

節
水
型
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
雨
水
貯
留
施
設
を
設
置
す
る
方
に

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
の
対
象
者

・
市
内
で
自
ら
が
居
住
す
る
住
宅（
店
舗
・

事
務
所
な
ど
の
併
用
住
宅
を
含
む
）の

敷
地
内
に
設
置
す
る
方

・
市
税
、
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
、

下
水
道
使
用
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

■
対
象
と
な
る
雨
水
貯
留
施
設

　

屋
根
や
ベ
ラ
ン
ダ
に
降
っ
た
雨
水
を

利
用
す
る
た
め
に
貯
留
す
る
施
設
で
、

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

○
貯
留
容
量
が

１００
リ
ッ
ト
ル
以
上
で
、

市
販
さ
れ
て
い
る
も
の

○
水
漏
れ
し
な
い
も
の

○
貯
留
し
た
雨
水
を
汚
染
す
る
こ
と
が

な
く
、か
つ
、日
光
を
遮
断
で
き
る
材
質
、

ま
た
は
構
造
で
あ
る
も
の

○
貯
留
し
た
雨
水
の
蒸
発
お
よ
び
ほ
こ

り
な
ど
の
混
入
の
防
止
、
な
ら
び
に
内

部
の
清
掃
が
可
能
な
構
造
で
あ
る
も
の

■
補
助
金
額

　

購
入
価
格
の
２
分
の
１
以
内（
上
限

３
万
円
）

※
本
体
価
格
お
よ
び
本
体
に
付
属
す
る
設

備
価
格
の
合
計
額（
税
込
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書（
市
の
所
定
の
様
式
）

・
購
入
代
金
の
支
払
い
を
証
明
で
き
る

書
類

・
雨
水
貯
留
施
設
の
貯
留
容
量
・
材
質

な
ど
の
仕
様
を
明
示
し
た
書
類

・
設
置
状
況
を
示
す
写
真（
遠
景
・
近
景

各
１
枚
）

・
住
宅
な
ど
を
借
り
て
い
る
場
合
は
、

所
有
者
の
承
諾
書

※
雨
水
貯
留
施
設
を
購
入
す
る
際
は
、
雨

ど
い
の
形
状
や
大
き
さ
な
ど
、
設
置
が

で
き
る
か
ど
う
か
、
販
売
者
と
よ
く
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　　

不
用
と
な
っ
た
浄
化
槽
を
雨
水
貯
留

施
設
に
改
造
す
る
場
合
も
、
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
下
水

道
課（
内
線
５
８
５
）に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

倒
産
、
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
っ
て
離
職
し
た
方
へ

非
自
発
的
失
業
者
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

税
務
課
（
内
線
５
３
３
）

　

倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職（
特

定
受
給
資
格
者
）
や
、
雇
い
止
め
な
ど

に
よ
っ
て
離
職（
特
定
理
由
離
職
者
）し

た
方
の
国
民
健
康
保
険
税
が
申
告
に
よ

り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者　

平
成
２１
年
３
月
３１
日
以
降

に
離
職
し
た
６５
歳
未
満
の
方（
離
職
日

の
時
点
）で
、

①
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

（
例
…
倒
産
・
解
雇
な
ど
）

②
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

（
例
…
雇
い
止
め
な
ど
）

と
し
て
求
職
者
給
付（
基
本
手
当
な
ど
）

の
受
給
資
格
を
持
っ
て
い
る
方

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由

が
、
１１
・
１２
・
２１
・
２２
・
２３
・
３１
・
３２
・
３３
・

３４
に
該
当
す
る
方
。

※
高
年
齢
受
給
資
格
者
お
よ
び
特
例
受
給

資
格
者
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
軽
減
の
内
容　

対
象
者
の
前
年
の
給

与
所
得
を
３０
／

１００
と
み
な
し
て
、
国
民

健
康
保
険
税
の
所
得
割
額
を
算
定
。

■
軽
減
の
期
間　

離
職
日
の
翌
日
か
ら

翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
。
た
だ
し
、
平

成
２１
年
３
月
３１
日
か
ら
平
成
２２
年
３
月

３０
日
の
間
に
離
職
し
た
方
は
、
平
成
２２

年
度
分
の
み
軽
減
の
対
象
。

※
雇
用
保
険
の
求
職
者
給
付（
基
本
手
当
な

ど
）を
受
け
る
期
間
と
は
異
な
り
ま
す
。

※
申
告
が
遅
れ
て
も
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
軽

減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
は
、
途
中
で

就
職
し
て
も
引
き
続
き
対
象
と
な
り
ま

す
が
、
他
の
健
康
保
険（
会
社
の
健
康
保

険
な
ど
）
に
加
入
す
る
な
ど
、
国
民
健
康

保
険
の
資
格
を
喪
失
す
る
と
終
了
し
ま

す
。

※
軽
減
対
象
期
間
内
に
再
離
職
し
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
は
、
残
っ

て
い
る
対
象
期
間
に
つ
い
て
国
民
健
康

保
険
税
の
軽
減
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

軽
減
を
受
け
る
に
は申

告
が
必
要
で
す
。

■
申
告
に
必
要
な
も
の

○
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

○
印
鑑（
認
印
）
　

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

伊
予
市
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
が
行
わ
れ

ま
す



つながって 支えあって 消費者力
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母
子
家
庭
の
方
へ

医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

健
康
保
険
課
（
内
線
５
２
４
）

２０１１．６ 広報いよし (12)広報いよし ２０１１．６(13)

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が
退
職
し
た
場
合

退
職
（
失
業
）
に
よ
る
国
民
年
金
保
険
料
の
減
免
制
度

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
７
）

　

会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
て
、
職
場
の

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が
退
職

（
失
業
）
す
る
と
、
国
民
年
金
へ
の
加
入

手
続
き
を
行
い
、
月
額
１
５
０
２
０
円

（
平
成
２３
年
度
）の
保
険
料
を
納
め
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

経
済
的
に
困
難
な
場
合
は
、
申
請
に

よ
っ
て
納
付
を
免
除（
全
額
免
除
、
ま

た
は
一
部
納
付
）す
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
際
、
申
請
す
る
年
度
、
ま
た
は

そ
の
前
年
度
に
退
職（
失
業
）し
た
方
は
、

特
例
免
除
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。
こ

の
制
度
で
は
、
通
常
は
審
査
の
対
象
と

な
る
本
人
の
所
得
の
状
況
を
除
外
し
て

審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
配
偶

者
や
世
帯
主
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ

る
と
き
は
、
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

※
退
職
に
は
自
己
都
合
退
職
も
含
み
ま
す
。

■
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方

　

退
職（
失
業
）
し
た
方
の
配
偶
者
も
、

国
民
年
金
へ
の
加
入
と
な
り
ま
す
の

で
、
保
険
料
を
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま

す
が
、
退
職（
失
業
）し
た
方
が
こ
の
特

例
免
除
に
該
当
す
れ
ば
、
同
時
に
申
請

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
免
除
が
認
め
ら

れ
ま
す
。

■
申
請
の
手
続
き

　

次
の
も
の
を
持
っ
て
健
康
保
険
課
、

各
地
域
事
務
所
、
ま
た
は
年
金
事
務
所

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
年
金
手
帳
、
ま
た
は
納
付
書
な
ど
、

基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の

②
印
鑑（
認
印
）

③
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る

公
的
機
関
の
証
明（
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
、
離
職
票
な
ど
）

　

免
除
さ
れ
た
期
間
は
、

１０
年
以
内
に

「
追
納
」
を
し
て
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年

金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

松
山
西
年
金
事
務
所（
☎
９
２
５
ー

５
１
０
５
）、
ま
た
は
健
康
保
険
課

　

現
在
、
母
子
家
庭
の
方
が
お
持
ち
の

「
医
療
費
受
給
者
証
」
は
、
有
効
期
限
が

６
月
３０
日
㈭
ま
で
で
す
。
忘
れ
ず
に
更

新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

６
月
６
日
㈪
～
２１
日
㈫（
８
時
３０
分

～
１７
時
１５
分
、
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

■
受
付
場
所　

健
康
保
険
課
、
ま
た
は

各
地
域
事
務
所

■
対
象
者　

児
童
を
監
督
、
保
護
し
て

お
り
、
所
得
税
の
納
付
義
務
の
な
い
方

■
持
参
す
る
も
の

○
健
康
保
険
証

○
今
お
持
ち
の
医
療
費
受
給
者
証

○
平
成
２２
年
分
源
泉
徴
収
票（
コ
ピ
ー

可
）、
ま
た
は
平
成
２２
年
分
確
定
申
告
書

の
写
し
、
そ
れ
以
外
の
方
は
、
平
成
２３

年
度
課
税（
所
得
）証
明
用
同
意
書

○
申
請
書（
事
前
に
送
付
し
ま
す
。）

○
印
鑑（
認
印
）

母
子
家
庭
・
重
度
心
身
障
害
者
・
乳
幼
児
の
医
療
費
、
小
学
生
の
入
院
医
療
費

医
療
費
を
助
成
し
ま
す

健
康
保
険
課
（
内
線
５
２
４
）

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、
医
療

費
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
助
成
を

希
望
す
る
方
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

※
す
で
に
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
母
子
家
庭
の
医
療
費
助
成
制
度
〉
　

　

２０
歳
に
満
た
な
い
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
母
子
家
庭
、
準
母
子
家
庭
の
祖
母

と
孫
ま
た
は
姉
と
弟
妹
、
父
母
の
い
な

い
児
童
。（
※
家
庭
主（
母
親
）
に
所
得
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。）

〈
重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費
助
成
制
度
〉

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
の
方
、
療

育
手
帳
判
定
Ａ
の
方
、
ま
た
は
身
体
障

害
者
手
帳
３
～
６
級
の
方
で
、
か
つ
療

育
手
帳
判
定
Ｂ
の
方
。

〈
乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
制
度
〉

　

就
学
前（
６
歳
に
達
し
た
日
以
降
に

お
け
る
最
初
の
３
月
末
日
）ま
で
の
方

〈
小
学
生
の
入
院
医
療
費
助
成
制
度
〉

　

４
月
１
日
以
降
に
入
院
し
た
小
学

生
。（
※
受
給
者
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
申

請
が
必
要
で
す
。）

事
業
所
の
方
へ

計
量
器
（
は
か
り
）
の
定
期
検
査
を
行
い
ま
す

産
業
経
済
課
（
内
線
５
７
３
）

　

商
取
引
、
ま
た
は
証

明
に「
は
か
り
」を
使
用

し
て
い
る
事
業
所
の
方

は
、
２
年
に
一
度
の
定

期
検
査
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

下
記
の
い
ず
れ
か
の

会
場
で
必
ず
受
検
し
て

く
だ
さ
い
。

伊予市消費者相談窓口からのお知らせ

訪問による貴金属の買い取りに注意！

　全国的にも訪問による貴金属や古着

の買い取りに関する相談が増加してい

ます。
　
○購入と違って、買い取りの場合はクー

リング・オフができません。形見など大

切なものを強引に買い取られ、後で返し

てほしいと言っても商品を取り戻すこ

とは難しいのが実情です。

○査定の際は、複数の専門店で比較検討

し、家族や友人にも相談しましょう。

○勧誘されても必要がなければ、はっき

りと断りましょう。

産業経済課　消費者相談窓口

専用電話　☎９８２－１２８９
月・水・金曜日は専門の相談員が対応します。

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の
方
へ

第
９
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
手
続
き
の
受
け
付
け

福
祉
課
（
内
線
５
２
６
）

　

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受

け
て
い
た
方
が
、
平
成
１７
年
４
月
１
日

～
平
成
２１
年
３
月
３１
日
に
亡
く
な
り
、

平
成
２１
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
の
受
給
権
者

が
い
な
い
場
合
に
は
、
次
の
順
番
に
よ

る
先
順
位
の
ご
遺
族
１
人
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
前
回（
第
８
回
）
特
別
弔
慰
金
の
受
給
対

象
者
は
、
今
回
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
方

①
平
成
２１
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰

金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③
戦
没
者
な
ど
の「
父
母
」「
孫
」「
祖
父
母
」

「
兄
弟
姉
妹
」

※
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
方
の
う
ち
、
平
成
２１
年
４
月
１
日
に

お
い
て
婚
姻
し
て
い
た
と
し
て
も
氏
が

変
わ
っ
て
い
な
い
方
、
ま
た
は
同
日
に

お
い
て
遺
族
以
外
の
方
と
養
子
縁
組
を

し
て
い
な
い
方
に
限
り
ま
す
。

④
③
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の
「
父
母
」

「
孫
」「
祖
父
母
」「
兄
弟
姉
妹
」

※
戦
没
者
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
な
い

方
や
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
が
③
に
該
当
し
な
い
方

⑤
①
～
④
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の
三
親

等
内
の
親
族

※
戦
没
者
の
死
亡
ま
で
引
き
続
き
１
年
以

上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限

り
ま
す
。

■
支
給
内
容　

　

額
面
２４
万
円
、
６
年
償
還
の
記
名
国

債■
請
求
期
間　

　

平
成
２４
年
４
月
２
日
ま
で

※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
時
効
に
よ
り

権
利
が
消
滅
し
ま
す
の
で
、
請
求
漏
れ

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
子
ど
も
手
当
（
旧
児
童
手
当
）
を

受
け
て
い
る
方
へ

　

６
月
は
、
現
況
届
の
提
出
月
で

し
た
が
、
今
年
の
６
月
は
提
出
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■検査日時・場所

日　時 場　所

６
月

１３㈪
１０：００～

１５：００
ＪＡえひめ中央
中山農産物選果場

１４㈫
１０：００～

１５：００
双海地域事務所

１５㈬

１０：００～
１２：００

下灘コミュニティ
センター

１３：３０～
１４：３０

大平地区公民館

１６㈭

１０：００～
１１：３０

上野地区公民館

１３：００～
１５：００

中村地区公民館

１７㈮
１０：００～

１５：００
中央公民館
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快
適
な
生
活
環
境
は
下
水
道
か
ら

下
水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
が
拡
大
し
ま
し
た

下
水
道
課
（
内
線
５
７
６
・
５
９
９
）

伊
予
市
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業

中
山
町
・
双
海
町
の
浄
化
槽
の
設
置
を
推
進
し
ま
す

下
水
道
課
（
内
線
５
７
６
・
５
９
９
）

広報いよし ２０１１．６(15)

分担金一覧表

人槽区分 分担金の額

５～１０人槽 １３０，０００円

１１～１５人槽 ２００，０００円

１６～５０人槽
補助基準事業費の

１０％

※浄化槽の設置に要する経費が補助

基準事業費（国が定める補助対象

事業費）を超えるときは、その額を

負担していただきます。

使用料（１か月分）消費税別

世帯人員 使用料

１人世帯 １，６２０円

２人世帯 ２，３９０円

３人世帯 ３，３４０円

４人世帯 ３，８１０円

５人世帯 ４，２９０円

６人世帯 ４，７７０円

７人以上の

世帯

４，７７０円に６人を超え

る 世 帯 員 １ 人 に つ き

４７５円を加算した額

トイレ　お風呂　洗濯機　台所

①排水設備工事（宅内）

②浄化槽設置工事

①排水設備工事（放流）

対象工事費
既設トイレの改造および

排水設備工事費

借入限度額 １０～５０万円（１万円単位）

返 済 方 法
毎月１万円以上（千円単位）

の均等償還

要　　　件

・返済能力があること

・市税及び浄化槽分担金を

完納していること

・市長が適当と認める連帯

保証人１人を有すること

図Ａ

　

浄
化
槽
の
設
置
希
望
が
あ
れ
ば
、
市

が
浄
化
槽
を
設
置
し
、
維
持
管
理
を
行

い
ま
す
。

※
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化

槽
へ
の
転
換
も
可
。

■
対
象
と
な
る
地
区

【
中
山
地
区
】　

　

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
、
農
業

集
落
排
水
計
画
区
域
以
外
の
地
区

【
双
海
地
区
】　

　

全
地
区

■
個
人
が
負
担
す
る
経
費

○
ト
イ
レ
の
改
造
費
や
水
道
工
事
費

○
ト
イ
レ
・
台
所
・
風
呂
場
な
ど
か
ら

浄
化
槽
ま
で
の
宅
内
排
水
管
工
事
費

や
、
浄
化
槽
か
ら
放
流
先
ま
で
の
放
流

管
工
事
費（
図
Ａ
①
排
水
設
備
工
事
）

※
工
事
に
つ
い
て
は
、
伊
予
市
指
定
の
工

事
店
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
分
担
金

　

浄
化
槽
を
設
置
す
る
た
め
に
必
要
な

工
事
費（
図
Ａ
②
浄
化
槽
設
置
工
事
）の

一
部
を
分
担
金
と
し
て
負
担
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
使
用
料

　

設
置
後
の
法
定
検
査
・
清
掃
な
ど
の

維
持
管
理
費
は
、
使
用
料
と
し
て
負
担

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

使
用
料
は
、
２
か
月
分
を
奇
数
月
に

納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
専
用
住
宅
は
、
毎
年
４
月
１
日
を
基
準

日
と
し
、
人
員
を
算
定
し
ま
す
。（
中
途
加

入
の
場
合
は
、
加
入
時
の
世
帯
員
数
）

※
店
舗
・
事
務
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、
設
置

し
た
浄
化
槽
の
処
理
対
象
人
員
を
世
帯

人
員
と
し
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
が
快
適
な
生
活

を
送
る
た
め
に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

重
要
な
施
設
で
す
。

　

市
で
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
下
水
道

を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
整
備

を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
新
し
く
下
水
道
を
利
用

で
き
る
区
域
が
拡
が
り
ま
し
た
。（
左
図
）

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
も
、
各
家
庭

な
ど
か
ら
接
続
さ
れ
な
く
て
は
、
下
水

道
本
来
の
目
的
は
達
成
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域
に
お
住

ま
い
の
方
は
、
一
日
も
早
く
接
続
し
ま

し
ょ
う
。

■
排
水
設
備
の
設
置
・

　
　
　
　

ト
イ
レ
の
水
洗
化
に
つ
い
て

　

家
庭
か
ら
の
排
水
は
、
下
水
道
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
日
か
ら
、
６

か
月
以
内
に
下
水
道
へ
流
す
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
く
み

取
り
式
ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
、
３
年
以

内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
下
水
道
へ
の
接
続
工
事

　

排
水
設
備
・
水
洗
ト
イ
レ
の
改
造
工

事
は
、
市
が
指
定
し
た「
排
水
設
備
指

定
工
事
店
」で
な
け
れ
ば
工
事
を
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
指
定
工
事
店
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
料
金
の
支
払
い
は

　
　
　

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

下
水
道
使
用
料
や
、
下
水
道
受
益
者

負
担
金
の
納
付
は
、
口
座
振
替
が
簡
単

で
便
利
で
す
。「
口
座
振
替
申
込
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
取
引
金
融
機
関

の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

６
月
１
日
㈬
～
７
日
㈫

 

水
道
週
間

 

蛇
口
か
ら 

 　
　

あ
ふ
れ
る
ぼ
く
ら
の

　

 　
　
　
　
　
　
　

夢
・
未
来

　

６
月
１
～
７
日
は
、「
水
道
週
間
」

で
す
。
市
で
は
、
６
月
１
日
㈬
に

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
家
庭
を
巡

回
訪
問
し
、
給
水
装
置
の
無
料
点

検
を
行
い
ま
す
。

家
庭
で
漏
水
を
チ
ェ
ッ
ク

　

家
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
、
水

道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト（
銀

色
の
部
分
）を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
れ
ば
、

宅
内
の
ど
こ
か
で
漏
水
し
て
い
ま

す
。
市
の
水
道
指
定
工
事
事
業
者

に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　

水
道
課（
内
線
７
１
３
）

■
複
数
の
世
帯
で
浄
化
槽
を

　
　
　
　

設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

特
殊
な
地
形
や
、
住
宅
が
密
集
し
て

い
る
な
ど
、
自
宅
内
に
浄
化
槽
を
設
置

す
る
場
所
を
確
保
で
き
な
い
特
別
の
事

由
が
あ
る
と
き
に
は
、
複
数
戸
で
共
用
・

処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

公共下水道供用（処理）開始区域

融
資
あ
っ
せ
ん
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　

利
子
補
給
制
度

　

市
で
は
、
無
利
子（
利
子
は
市

が
負
担
）
で
借
り
ら
れ
る
、
水
洗

便
所
改
造
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。



　

皆
さ
ん
の
安
心
の
た
め
に
、
消
防
は
２４
時
間
活
動
し
て
い
ま
す

危
険
物
無
事
故
の
ゴ
ー
ル
は
譲
れ
な
い
！

伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７

■伊予市管内の火災と救急出場件数（４月末日現在）

種別 ４月分 累計

火 災

件 数

本庁 １

１

本庁 ２

５中山 ０ 中山 １

双海 ０ 双海 ２

救急出場

件 数

本庁 １２３

１６６

本庁 ４５０

５９８中山 １４ 中山 ５６

双海 ２９ 双海 ９２

☎
火災・救急　➡　１１９

火　　災
救急病院

  案内 ９８２－５９５９

消
防　
　
　

知
識

「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ホ
ー
ル
ド
」

しせいニュースしせいニュース
  

◇
愛
称
募
集
◇

　

１０
月
か
ら
中
山
、
双
海
地
域
に

お
い
て
、
運
行
を
開
始
す
る「
伊

予
市
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」
の
愛

称
を
募
集
し
ま
す
。

※
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、
乗
合
に
よ

り
送
迎
を
行
う
交
通
手
段
で
す
。

■
応
募
方
法　

愛
称
、
愛
称
の
説

明
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、

職
業（
学
校
名
）、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限　

６
月
２０
日
㈪

■
審
査　

選
考
委
員
会
に
よ
り
１

点
を
採
用
し
ま
す
。
採
用
さ
れ
た

愛
称
に
応
募
が
複
数
あ
っ
た
場
合

は
、
抽
選
と
し
ま
す
。

■
発
表　
「
広
報
い
よ
し
８
月
号
」

で
発
表
し
ま
す
。（
採
用
者
に
は
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。）

※
採
用
作
品
の
著
作
権
ほ
か
一
切
の

権
利
は
伊
予
市
に
帰
属
し
ま
す
。

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

ま
ち

づ
く
り
創
造
課（
内
線
６
６
７
、

９
８
３
ー
３
６
８
１
、
Ｅ
メ
ー
ル

m
atid

u
k
u
ri@

city
.iy

o
.lg

.jp

）

危
険
物
安
全
週
間
と
は

　

平
成
２
年
よ
り
毎
年
６
月
の
第
２
週

に
実
施
さ
れ
、
事
業
所
に
お
け
る
自
主

保
安
体
制
の
確
立
を
呼
び
か
け
る
と
と

も
に
、
多
く
の
市
民
の
方
に
、
危
険
物

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
、
啓
発
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

生
活
に
欠
か
せ
な
い
危
険
物

　

現
在
、
危
険
物
は
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・

油
性
塗
料
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
生
活
分
野

に
浸
透
し
て
お
り
、
私
た
ち
が
生
活
す

る
う
え
で
多
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
反
面
、
ひ
と
た
び
取
り
扱
い
を
誤

れ
ば
、
火
災
な
ど
の
災
害
を
引
き
起
こ

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
危
険
物
を

取
り
扱
う
事
業
所
は
、
事
業
所
に
お
け

る
自
主
保
安
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、一
般
家
庭
に
お
い
て
は
、

危
険
物
に
該
当
す
る
製
品
の
取
り
扱
い

上
の
注
意
事
項
を
よ
く
読
ん
で
、
危
険

物
の
性
質
を
十
分
理
解
し
て
取
り
扱
う

よ
う
に
し
、
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

《
危
険
物
の
貯
蔵
や
取
り
扱
い
の
注
意

事
項
》

○
規
定
の
容
器
に
収
納
す
る
こ
と（
ガ

ソ
リ
ン
は
金
属
容
器
、
灯
油
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
、
ま
た
は
金
属
容
器
）

○
容
器
は
必
ず
密
閉
し
、
直
射
日
光
を

避
け
、
低
温
で
風
通
し
の
良
い
場
所
に

保
管
す
る
こ
と

○
取
り
扱
い
に
慣
れ
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
丁
寧
に
行
う
こ
と

○
火
気
の
近
く
で
は
、
絶
対
に
取
り
扱

わ
な
い
こ
と

○
子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
場
所
で
保

管
す
る
こ
と

　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
三
角
に
折

る
こ
と
を
、
三
角
折
り
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
が
、
ま
た
の
名
を「
フ
ァ
イ
ヤ
ー

ホ
ー
ル
ド
」
と
も
い
い
ま
す
。
消
防
士

が
緊
急
出
動
な
ど
の
際
、
迅
速
に
対
応

す
る
た
め
に
考
案
し
た
も
の
で
す
。
少

し
の
時
間
で
も
節
約
す
る
た
め
に
始
ま

り
ま
し
た
が
、
今
で
は
ホ
テ
ル
や
施
設

な
ど
で
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

「
危
険
物
安
全
週
間
」

６
月
５
日
㈰
～
１１
日
㈯

２０１１．６ 広報いよし (16)
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～伊豫之二名島扶桑太鼓３０周年記念コンサート

ほっと
アングル

　４月１６・１７日の２日間、市民体育館で、伊予市恒例の

春のイベント『第２８回いよし花まつり』が行われました。

　色鮮やかな花きで埋め尽くされた会場には、市内華道

グループによる生け花展、ガーデニング体験教室、各団

体による特産品販売などが催され、多くの来場者で賑わ

いました。

　４月１６日、伊予市市民会館で『伊豫之二名島扶桑太鼓３０周年記念コンサー

ト』が行われました。出演者は、子どもたち中心の「鼓若連」、高校生中心の「凪

組」、県内外で活動する「ＦＵＳＯＵ＆ＡＲＡＴＡ」。

　伊豫之二名島扶桑太鼓は、昭和５６年に伊予市で創作され、太鼓の技術習得

とともに郷土を愛する青少年を育ててきました。３０年間引き継がれてきた技

術と心が、太鼓の音になって、会場中の人々の心に響き渡りました。

　４月１５日、いよし健康づくりの会主催の『健康ウォー

キング～花と緑の里中山を歩こう～』が行われました。

　いよし健康づくりの会員のほかにも、東温市の健康づ

くりの会員なども参加しました。コースは、なかやま農

業総合センターを出発し、ゴール地点の花の森ホテルを

目指します。途中、永田三島神社の見事な彫刻を見学す

るなど、桜吹雪のなか、道中に咲いている春の花を楽し

みながら歩きました。
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～健康ウォーキング

春の花を楽しみながら健康づくり
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～いよし花まつり

花と緑の香りあふれる

太鼓の音に心を乗せて

広報いよし ２０１１．６(17)



　５月５日、ウェルピア伊予で『第３回伊豫國こどもま

つり』が行われました。

　会場には、こま回しやけん玉などの昔懐かしい遊びや、

ストーンアートやネイチャークラフトなどの体験コーナー

が設置され、大勢の子どもたちが集まりました。

　子どもたちは、普段体験できない遊びに夢中になって

いました。

　５月１日、市民体育館で『第２８回伊予地区少年剣道錬

成大会』が行われ、市内外から多くの小中学生が参加し

ました。

　光武館の谷本恵里名さんが選手宣誓をし、剣道の形や

居合・杖術の演武の後、試合が始まりました。一対一で

向き合い、相手のすきを突く真剣勝負。竹刀を十字に重

ねて押しあったり、突進したり、きれいな所作で、日頃

の鍛錬の成果を十分に発揮していました。

　４月１８日、市内全ての小中学校で、遠隔地連携を行っ

ている山梨県北杜市の「紫黒米」と郷土料理「かぼちゃの

ほうとう」、双海町の「いわしのからあげ」が給食に出まし

た。

　白米に「紫黒米」を混ぜた紫色のご飯は、赤飯のような

もっちりした食感で、子どもたちは不思議がりながらも、

ご飯に合う「いわしのからあげ」と一緒に、おいしそうに

ほおばっていました。
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～給食に山梨県北
ほくと

杜市の紫
しこくまい

黒米

紫色のご飯にびっくり

　５月１５日、栗の里公園で、『平成２３年度伊予市水防工法

訓練』が行われました。

　豪雨による水害などの際、円滑に水防活動を行うこと

を目的としたこの訓練。消防団や自主防災会など約２００

人が参加し、土のう作りや水防工法、ロープの結索など

を行いました。どの参加者も、雨の多くなる梅雨時期に

備え、真剣に取り組んでいました。
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～水防工法訓練

豪雨などの水害に備えて

思
い
や
り
の
あ
る
人
に
な
っ
て
ね
。

すくすく

いよっ子

　５月５日、『第４回さざなみ館・大漁まつり』が行われ

ました。

　湊町地域の活性化と、まちおこしを目的としたこのお

祭り。伊予漁協前での大漁祭（たたきこみ）を皮切りに、

さざなみ館でのバザーや鮮魚販売、文芸展や親子手芸教

室など盛りだくさんのお祭りとなりました。

　カラオケ大会には「どじょうすくい」が登場し、集まっ

たお客さんから、大きな笑いと拍手が起こりました。

　５月８日、五色姫海浜公園で『ＨＩＭＥカップビーチバ

レー５月大会』が行われました。

　今年最初のＨＩＭＥカップは、市内外から３５チーム１００

人の参加のもと幕を開けました。晴天に恵まれたこの日、

海浜公園に設置されたビーチバレーコートの中、選手たち

は一つのボールを全力で追いかけ、駆け回っていました。
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～ビーチバレー５月大会

伊予市の夏が始まります

い
つ
も
笑
顔
の
幸
来
ち
ゃ
ん
♡
幸
来
ち
ゃ
ん
と

周
り
に
も
た
く
さ
ん
幸
せ
が
来
ま
す
よ
う
に
☆

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
♡

♥水本  幸
こ こ

来 ちゃん
　平成２２年８月１６日生まれ（９か月）

　《父》敬太さん《母》彩香さん（米湊）

IY
O
 C

IT
Y  
 　　

 HOT ANGLE         2005(H
17)4.1

～伊豫國こどもまつり

子どもの日の思い出づくり

IY
O
 C

IT
Y  
 　　

 HOT ANGLE         2005(H
17)4.1

～伊予地区少年剣道錬成大会

一対一で向き合う
IY
O
 C

IT
Y  
 　　

 HOT ANGLE         2005(H
17)4.1

～さざなみ館・大漁まつり

湊町地域の活性化とまちおこし

２０１１．６ 広報いよし (18)広報いよし ２０１１．６(19)

♠二宮  宏
こうすけ

介 くん（右）
　平成１８年９月１７日生まれ（４歳） 　

　　  ♠佑
ゆうすけ

介 くん（左）　
　平成２１年５月５日生まれ（２歳）　

　《父》誠さん《母》美紀さん（上吾川）



《無料人権相談》
○日時　６月１日（水）、１０：００～１５：００

○場所　本庁地区：市民会館１階会議室

　中山地区：なかやま農業総合センター

　双海地区：下灘コミュニティセンター

《心配ごと相談》

○日時・場所　１３：３０～１６：００（祝日と

年末年始は除く）、社会福祉協議会

　伊予事務所　毎月第２・４・５水曜日

　中山事務所　毎月第２木曜日

　双海事務所　毎月第２水曜日

○弁護士相談日時・場所（要予約）

　毎月第１・３水曜日、１３：３０～１６：００、

　社会福祉協議会伊予事務所（☎９８２

－０３９３）

《行政相談》

○本庁地区　毎月第２火曜日

　９：００～１２：００　中央公民館

　松尾 多美子さん（☎９８２－５１５５）

○中山地区　毎月第２火曜日

　９：００～１２：００　中山地域事務所

　宮田 昭典さん（☎９６７－１１１１）

○双海地区　毎月第２火曜日

　９：００～１２：００　山口 隆義さん方

　（☎９８７－０６３０）

《家庭児童相談室》

○ 日時　土・日曜日、祝日、年末年始を

除く毎日、８：３０～１７：００

○相談先　伊予市福祉課内家庭相談員

（☎９８２ー１１１１、内線５３８）

《ＤＶ相談》

○日時　土・日曜日、祝日、年末年始を

除く毎日、８：３０～１７：００

○相談先　伊予市福祉課ＤＶ担当者（☎
９８２－１１１１、内線５３８）

《女性のための相談》

○ 日時　一般相談／火～金曜日、来所

８：３０～１６：３０、電話８：３０～１７：３０、

　土・日曜日、８：３０～１６：３０、心理カ

ウンセリング／第１～４木曜日、１３：

００～１７：００、法律相談／第１～４木

曜日、１３：３０～１５：３０（月曜・祝日・

年末年始は休館）　

○場所　愛媛県女性総合センター（松

山市山越町４５０、☎９２６ー１６４４）

《在宅介護支援センター２４時間相談》

○日時　年中無休、２４時間体制

○ 相談先　社会福祉協議会伊予事務

所☎９８３－６２２４、伊予あいじゅ☎
９８２－６６６８、森の園☎９８２－７４７４、

なかやま幸梅園☎９６７－０３００、双海

夕なぎ荘☎９８６－０１３１

《不動産相談》

○ 日時　毎月１０日（土・日曜日、祝日

の場合は翌日）、１３：００～１５：００

○場所　ふるさと創生館

○相談先　宅建協会伊予支部

くらし

インフォメーション

くらしに役立つさまざまな情報をお伝えします

(20)(21) ２０１１．６ 広報いよし広報いよし ２０１１．６

life informa
tio
n

●
日
時　

６
月
２１
日
㈫
、
１３
時
～
１５

時
４０
分

参
加
者
募
集

第
１６
回
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
推
進
県
民
大
会

●
日
時

▽
６
月
２７
日
㈪
～
７
月
１
日
㈮

　

８
時
３０
分
～
１９
時

▽
７
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

　

１０
時
～
１７
時

●
相
談
電
話

０
１
２
０
ー
０
０
７
ー
１
１
０

※
携
帯
電
話
は
利
用
可
。Ｉ
Ｐ
電
話
不
可
。

●
相
談
内
容　

い
じ
め
・
体
罰
・
児

童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
問
題

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

※
相
談
無
料
・
予
約
不
要
・
秘
密
厳
守
。

●
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
職
員

問

松
山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
９
３
２
ー
０
８
８
８
）

電
話
相
談

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

発
育
や
発
達
に
不
安
の
あ
る
幼

児
・
児
童
の
養
育
や
教
育
に
か
か
わ

る
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
時　

６
月
２９
日
㈬
、
３０
日
㈭
、

１０
時
～

●
場
所　

愛
媛
県
総
合
社
会
福
祉
会

館●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

７
日
㈫
ま
で
に
伊
予
市
学
校
教
育
課

教
育
相
談

子
ど
も
支
援
教
育
相
談
会

　

地
デ
ジ
の
準
備
が
お
済
み
で
な
い

方
や
、
地
デ
ジ
に
し
た
が
映
り
が
良

く
な
い
方
の
た
め
に
、
デ
ジ
サ
ポ
愛

媛
が
地
デ
ジ
臨
時
相
談
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
ま
す
。

※
相
談
無
料
。
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る

方
な
ど
、
臨
時
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
来
ら

れ
な
い
方
に
は
、
戸
別
訪
問
も
実
施
し

ま
す
。

●
日
時　

６
月
２７
日
㈪
～
８
月
２６
日

㈮
、
８
時
３０
分
～
１７
時
。

※
７
月
１６
日
㈯
～
８
月
１４
日
㈰
は
土
・
日

曜
日
、
祝
日
も
開
催
。
そ
れ
以
外
の
期

間
は
平
日
の
み
。

●
場
所　

伊
予
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

　

デ
ジ
サ
ポ
愛
媛（
総
務
省
愛
媛

地
デ
ジ
化

地
デ
ジ
臨
時
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
「
ふ
る
さ
と
愛
媛
学
」
は
、
住
民
と

自
治
体
が
協
働
し
て
地
域
調
査
を
行

い
、
地
域
の
生
活
や
文
化
、
産
業
な

ど
を
調
べ
る
活
動
で
す
。
今
回
の
対

象
地
区
は
伊
予
市
で
す
。

《
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
》

●
日
時　

①
６
月
１１
日
㈯
、
②
８
月

２０
日
㈯
、
③
１２
月
１０
日
㈯
、
９
時
３０

分
～
１２
時
３０
分（
計
３
回
）

●
場
所　

伊
予
市
中
央
公
民
館

●
内
容　

地
域
調
査
の
方
法
な
ど

●
定
員　

３０
人

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
６
月
８
日
㈬（
必
着
）ま

で
に
持
参
、
郵
送
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
伊
予
市
役
所
、
各
地
域
事

務
所
、
図
書
館
、
中
央
・
上
野
・
中
村
・

大
平
公
民
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

《
地
域
調
査
の
打
ち
合
わ
せ
会
》

●
日
時
・
場
所　

講
座
と
同
日
、
同

場
所
。
時
間
は
１３
時
３０
分
～
１５
時
。

●
内
容　

調
査
内
容
に
つ
い
て
の
意

見
・
情
報
交
換
、
地
域
調
査
の
方
法

参
加
者
募
集

「
ふ
る
さ
と
愛
媛
学
」

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

や
計
画
に
つ
い
て
の
協
議
。

※
講
座
受
講
者
の
み
参
加
で
き
ま
す
。

講
座
申
込
書
の
該
当
欄
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

伊

予
市
社
会
教
育
課（
〒
７
９
９
ー

３
１
９
３
、
伊
予
市
米
湊

８２１
ー

１３
、
☎
９
８
２
ー
１
１
１
１
、

９
８
３
ー
２
５
５
１
）

　

県
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

支
援
の
た
め
の「
え
ひ
め
愛
顔
の
助

け
合
い
基
金
」を
創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
金
は
、
震
災
の
影
響
が
長

期
化
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
県
民
・

企
業
な
ど
皆
様
か
ら
の
寄
附
金
を

基
金
と
し
て
積
み
立
て
、
今
後
、
継

続
的
に
被
災
者
を
支
援
す
る
も
の
で

す
。
皆
様
の
寄
附
を
募
り
ま
す
。

●
支
援
例　

災
害
見
舞
金
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
費
用
、
被
災
者
の

受
け
入
れ
経
費
な
ど

　

愛
媛
県
保
健
福
祉
部
管
理
局
保
健

福
祉
課（
☎
９
１
２
ー
２
３
８
６
）

※
振
り
込
み
先
口
座
や
寄
附
金
控
除
な

ど
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援

え
ひ
め
愛
顔
（
え
が
お
）
の
助

け
合
い
基
金

問
　

経
営
・
税
務
・
金
融
な
ど
、
経
営
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

取
引
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
専
門
家

を
要
す
る
相
談
な
ど
も
行
い
ま
す
の

で
、
経
営
に
関
し
て
お
困
り
の
時
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
原
則
、
無
料
で
す
。

　

伊
予
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談

所（
☎
９
８
２
ー
０
３
３
４
）

問 無
料
相
談

地
元
中
小
企
業
を応

援
し
ま
す

２０１１シーズン“PRIDE OF 中四国”

愛媛ＦＣ　ＶＳ　ファジアーノ岡山

７月３日（日）　１９：００ キックオフ！

場所：ニンジニアスタジアム

チケット：マッチシティ価格５００円（通常１，５００円）

　　小中高生と６５歳以上はご招待！

※Ｃ席のみ。小中高生と６５歳以上の方も

必ずチケットをご持参ください。

　　　　まちづくり創造課☎９８２－１１１１（内線６６７）、

　　　　  または愛媛ＦＣ事務局☎９７０－０７００

マ
ッ
チ
シ
テ
ィ
は

伊
予
市
だ
よ

問

問

●
受
付
日
時

▽
６
月
１
日
㈬
、
１３
時
～

１４
時

▽
６
月
４
日
㈯
、
１３
時
～

１４
時

▽
６
月
６
日
㈪
、
１８
時
３０
分
～
１９
時

３０
分

●
場
所　

松
山
保
健
所（
松
山
市
北

持
田
町

１３２
）

　

松
山
保
健
所
健
康
増
進
課
感
染
症

対
策
係（
☎
９
０
９
ー
８
７
５
７
）

※
匿
名
・
無
料
で
検
査
が
受
け
ら
れ
、
そ

の
日
の
う
ち
に
検
査
結
果
が
分
か
り

ま
す
。
追
加
確
認
検
査
が
必
要
な
場

合
は
、
検
査
結
果
が
後
日
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

愛
媛
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間

Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
血
液
検
査

夜
間
・
休
日
に
も
実
施

問

《
難
病
相
談
》

●
日
時　

毎
月
第
４
水
曜
日
、
１１
時

～
１２
時

※
要
予
約
。
訪
問
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

《
遺
伝
相
談
》

　

個
別
相
談
。
日
程
は
随
時
調
整
し

ま
す
。

●
場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

松
山
保
健
所
難
病
・
母
子
保
健
係

（
松
山
市
北
持
田
町

１３２
、
☎
９
０
９
ー

８
７
５
７
）

無
料
相
談

難
病
相
談
・
遺
伝
相
談

県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）

相
談
会
グ
ル
ー
プ（
☎
９
４
３
ー

６
０
３
９
）

（
☎
９
８
２
ー
１
１
１
１
）へ
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

工
作
や
体
験
を
通
じ
て
、
エ
コ
を

楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

●
活
動
日
時　

原
則
、
奇
数
月
の
第

２
土
曜
日
、
１０
時
～
１１
時
３０
分

●
対
象　

小
学
生
以
上
の
児
童

●
定
員　

２０
人

●
参
加
料　

無
料

※
材
料
や
道
具
を
持
参
い
た
だ
く
場
合

や
、

１００
～

３００
円
程
度
の
材
料
費
や
保
険

料
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

こ

ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
代
表
サ
ポ
ー
タ
ー

浜
口（
☎
０
８
０
ー
６
３
９
１
ー

６
６
９
５
）、
ま
た
は
伊
予
市
市
民
生

活
課（
☎
９
８
２
ー
１
１
１
１
）

参
加
者
募
集

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

●
場
所　

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
サ
ブ

ホ
ー
ル

●
内
容　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ

ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表
理
事
・
安
藤
哲

也
さ
ん
の
基
調
講
演
『
イ
ク
メ
ン
が

語
る
三
つ
の
バ
ラ
ン
ス
～
仕
事
、
生

活
、
子
育
て
～
』
な
ど
。

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
方
法　

は
が
き
、
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

愛
媛
県

男
女
参
画
課
事
業
係（
〒
７
９
０
ー

８
５
７
０
、
松
山
市
一
番
町
４
丁
目

４
ー
２
、
☎
９
１
２
ー
２
３
３
２
、

９
１
２
ー
２
４
４
４
、
Ｅ
メ
ー
ル

d
an

jo
k
y
o
d
o
@

p
ref.eh

im
e.jp

）



まなびランドいよまなびランドいよ
まなびラ

ンドいよ
まなびランドいよまなびラ

ンドいよまなびラ
ンドいよまなびランドいよ

(22)(23) ２０１１．６ 広報いよし広報いよし ２０１１．６

  
■６月の相談日　３日（金）、６日（月）、７日（火）、

１０日（金）、１３日（月）、１４日（火）、１７日（金）、２０日（月）、

２１日（火）、２４日（金）、２７日（月）、２８日（火）

■時間　８：３０～１７：１５　※金曜日は８：３０～１２：００

◆活動日　土曜日、または日曜日　※不定期

◆活動時間　９：３０～１２：００

◆活動場所　佐礼谷小学校体育館

◆対象者　小学校３～６年生

◆参加料　年間４，０００円

　佐礼谷スポーツ少年団は、少人数ではありますが、

「心技体」を鍛えるために、みんな一生懸命卓球に取

り組んでいます。時には、キャンプなどの楽しいイ

ベントもあります。

　お互いが一人一人の個性を認めながら活動してい

る、団結力の高いチームです。

佐礼谷スポーツ少年団（卓球）

伊予市立図書館だより

伊予市青少年センター

子どもの悩み相談専用電話　☎９８２－２６０２

　ダンテの『神曲』を一緒に読みませんか？

■活動場所　伊予市立図書館読書研究室

■会費　無料　※テキストは各自で購入すること。

■申込締切　６月３０日（木）

■呼びかけ人　三原正實（前愛媛県文化振興財団事

務局長）

■申し込み・問い合わせ　三原正實（☎９８３－０９３４）

または図書館（☎９８３－４０５１）へ。

熱血！！スポーツ少年団！！

読書会 ダンテ『神曲』

■日時　６月１２日（日）　受付８：３０～

■場所　五色姫海浜公園ビーチバレーコート

■参加資格　中学生以上

■参加料　１人１，０００円（高校生以下５００円）

■種目　①２人制一般男子　②２人制一般女子　

③４人制（男女制限なし）

■申し込み　当日、会場で８：５０まで受付。

■問い合わせ　中央公民館（☎９８２－５１５５）

ＨＩＭＥカップ

ビーチバレー６月大会

時のおくりもの ～ワッパ～

　こんにちは、ブライアンです！２００６年８月、この

素敵な町にやって来た。ＡＬＴの仕事を通して、英

語やアメリカの文化を伊予市の児童、生徒に教える

ことができた。僕も子供たちや伊予市の皆さんか

らたくさんのことを学んだ。

　異国の人々と交流するとき、どんなことを念頭に

置けばいいだろうか。まず自分の故郷の良さをしっ

かり知ること。そして、その良さを積極的に、正し

く伝え合うことが大切だと思う。そして、相手の文

化を興味深く受容できるような開いた心が最も重

要だと思う。

　私は、国によらず人々が分かり合えるような世界

を期待しているが、皆さんはいかがだろうか。

■隣室のモーツァルト　藤堂 志津子

■食べ物の声を聴け！　魚柄 仁之介

■じぃじ、ばぁばのための孫育ての教科書　井上 敦子

老いも孤独も踏み越えて

吉永 みち子

　アラ還世代の後半戦の新仕

様書を模索する。

クジラと海とぼく

　水口 博也

　海の生き物を相手にする

仕事に就くまでをつづる。

《行事案内》

■一般書■

●ぴあのうさぎ　あきやま ただし

●おじいちゃんちのたうえ　さこ ももみ

●飛べ！「はやぶさ」　松浦 晋也

●児童書●

無
料

☆お話し会、腹話術　１１日（土）１０：３０～

　絵本の読み聞かせ、紙芝居、お楽しみパネルシアター

☆子ども映画会　２５日（土）１５：００～

・とべないホタル  ・鬼がら  ・ピータと狼

伊予市立図書館

伊予市米湊７６８－２　☎ 983-4051 983-4353

〈休館日〉 ６日（月）、１３日（月）、２０日（月）、２７日（月）、３０日（木）

〈開館時間〉　火～金曜日９：００～１８：００

　　　　　土・日曜日　９：００～１７：００

《６月の新刊》

無
料

ALT&CIRの  この町が好き
読　物
column
み

第４７回 

伊予市少年相撲大会 結果

　４月２３日、五色浜相撲場で、市内小中学生の相撲

大会がありました。

◎小学５年生の部　優勝 向井太陽（伊予小）

準優勝 鈴木晶雄（伊予小）３位 池田京介（南山崎小）

◎小学６年生の部　優勝 水木健斗（伊予小）

準優勝 池田慎太郎（伊予小）３位 山辺拳輔（北山崎小）

◎中学１年生の部　優勝 松岡遼（港南中）

準優勝 濵畑龍也（港南中）３位 山﨑豪樹（港南中）

◎中学２年生の部　優勝 小玉滉貴（伊予中）

準優勝 山﨑大雅（港南中）３位 上田輝（港南中）

◎中学総合優勝　港南中学校

　『ワッパ』は、竹と木で作られたお弁当箱で、昭和

３０年代までよく使われていました。プラスチック製

と違って、ご飯が蒸れることなく、余分な水分も吸

収するので、おいしくいただけます。

　当時のおかずは梅干しぐらい。でも春になると、

山仕事の時など、芽吹いたばかりのウドを採って、

味噌をつけてご飯と一緒に食べると、とてもおい

しかったそうです。

※伊予市が所蔵する昔の生活用具は約４０００点。その一部

を紹介するフリーペーパー「伊予市の民具」を、市立図書

館で無料配布しています。ぜひ昔話に花を咲かせてく

ださい。
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■日時　６月１５日（水）、１３：００～

※１人１時間程度

■相談者　心理カウンセラー

■場所・申し込み　伊予市保健センター

HEALTH  GUIDE

◎は予約が必要です。

※母子手帳を持参。対象月に受けていない人も受診できます。

※３か月児健診、３歳児健診は、保健センターで受診してください。

※乳児健康診査（２回）は、乳児一般健康診査受診票（出生後、保健センター窓口で発行）を利用して、かかりつけの医療機関で

個別に受診してください。

実施保健
センター

日　時 対　象　者 内　容

３か月児健診 伊 予 ６／１４（火）１３：００～１４：００ Ｈ２３年２月出生児 身体測定・内科健診

３歳児健診 伊 予 ６／７（火）１３：００～１４：００ Ｈ２０年４・５月出生児 内科・歯科健診

フッ素塗布 伊 予 ６／７（火）１３：３０～１４：００ ６歳までの乳幼児
フッ素・サホライドを１００

円で塗布  ※歯ブラシ持参

育児相談 伊 予 ６／１３（月）
 ９：００～１１：００

１３：００～１５：００
乳幼児 身体測定・健康相談

◎心理相談 伊 予
６／７（火）１３：００～１５：００

乳幼児から思春期までの子を持つ保護者 子育てに関する悩み相談
６／１３（月） ９：００～１２：００

◎のびのびクラブ 伊 予
６／６（月）

 ９：３０～１１：００ 育児不安や悩みを持つ親子 「たのしく遊ぼう」
６／２０（月）

※健診は、３週間前までに保健センターへお申し込みください。

※各検診項目には、年齢・保険種別などの受診条件があります。

※特定健診の申し込みはこちら　☎９８２－２７２７

伊予市保健センター　☎９８３－４０５２　  ９８３－５２９５

※休日当番医は２７ページのカレンダーをご覧ください。

保健センターからのお知らせ

健  ガ  ド康  イ

月　日 受付時間 場　所

健
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本　

庁

６／２４（金）  ８：３０～１０：００ 新川集会所　　　　協 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６／２９（水）  ８：３０～１０：３０ ＪＡ南伊予支所　　 厚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７／ ７（木）
 ８：３０～１０：００

伊予市保健センター協
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１３：００～１４：００ ○ ○

７／２１（木）  ８：３０～１０：３０ ルミエール伊予　　厚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７／２６（火）  ８：３０～１０：３０ 伊予市保健センター協 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８／ ５（金）
 ８：３０～１０：００

伊予市保健センター協
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１３：００～１４：００ ○ ○

８／２０（土）  ８：３０～１０：３０ しおさい公園体育館協 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中 

山

６／２７（月）  ８：３０～１０：００
ＪＡ中山支所　　　 厚

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７／３１（日）  ８：３０～１０：００ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

双 

海 

６／２６（日）  ８：３０～１０：００ 翠小学校　　　　　協 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８／ ９（火）  ８：３０～１０：００ 下灘コミセン　　　協 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８／２３（火）
 ８：３０～１０：００

双海保健センター　協
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１３：００～１４：００ ○ ○

■日時　６月２１日（火）

９：００～１２：００、１３：３０～１６：００

※１人１時間程度

■場所・申し込み　伊予市保健センター

受託機関：協愛媛県総合保健協会／厚ＪＡ愛媛厚生連

母子

保健

健康診査・

各種がん検診

◎こころの健康相談

◎個別栄養相談

各種相談（　　　　　　　　  ）相談無料・要予約

・秘密厳守

申し込み・問い合わせ

◎保健栄養学級

◎食育出前講座

◎成人歯科健診

健診案内 ４０～７０歳の方が対象

各種

講座

年齢・性別不問
市民の方が対象

市内の１０人以上の　 
グループ・団体が対象

　８０歳になっても自分の歯を２０本以上残す８０２０

運動。一生自分の歯で食べれるよう、健診を受け

てみませんか。

■期間　６月１日～平成２４年１月３１日

■対象　伊予市に住民票を有する、今年度の年齢

が４０歳以上７０歳以下の方（昭和１６年４月１日～

４７年３月３１日生まれ）

※治療中の方は対象外

■問い合わせ　伊予市保健センター

　食育関係の講演会や教室を開きませんか。食育

関係の講義や調理指導を行う講師が無料でグルー

プ・団体へ出向きます。

■期間　通年

■対象　伊予市内の１０人以上のグループ・団体

■内容　食育関係の講義や調理実習

※講座の内容は相談に応じます。

■講師料　無料

※講座開催に必要な経費は利用者負担。

■申込方法　グループ・団体の代表者は、１４日前

までに、利用申込書を提出してください。

※申込書は市のホームページ（http://www.city.iyo.lg.jp）

からダウンロードするか、保健センターにも置いてあ

ります。

■申し込み・問い合わせ　伊予市保健センター

■プログラム

■時間　９：３０～１３：００

■対象　伊予市民（年齢・性別不問）

※過去に受講し修了した方は受講できません。

■参加費　調理材料代１，０００円（５回分）

■持参品　エプロン・三角巾・手ふきタオル・筆

記用具。８月は運動のできる服装・シューズ・水筒。

■定員　３０人

■申込締切　６月１０日（金）

■場所・申し込み　伊予市保健センター

開催日 内容 調理実習

６月１６日（木） 健康は自分でつくろう バランス食①

７月２７日（水） 食が作る健康 バランス食②

８月２５日（木） 手軽に運動を！
血液さらさら

メニュー

９月２２日（木）一生自分の歯で食べよう 薄味のコツ

１０月２８日（金） 健康な未来のために
お楽しみ

メニュー

毎年６月は食育月間。毎月１９日は食育の日です。みんなで食育を進めましょう！



子育て支援センターあおぞら

 子ども子育て相談事業 予約が必要です。

専門の先生が育児の相談にのります。（９：３０～１２：００）

 育児講座のご案内 予約（電話可）が必要です。

『幼稚園・保育所ってどんなところ？』（全年齢）
○日時　６月２９日（水）、１０：００～

○場所　子育て支援センター
※６月６日（月）９：００から受付開始。

『救命講習と乳幼児におこりやすい事故と応急手当』
（全年齢）

○日時　７月６日（水）、９：４０～

○場所　子育て支援センター（託児）

　　　　中央公民館第１会議室（講習）

※６月１３日（月）９：００から受付開始。定員になり次第締め切り。

６／７（火）上岡一世先生（情緒障害・知的障害）

６／２１（火）花熊　曉先生（言語障害・ＬＤ・ＡＤＨＤ）

７／４（月）吉松靖文先生（言語障害・ＬＤ・ＡＤＨＤ）

７／２８（木）友沢祐一先生（視覚障害・肢体不自由・病弱・虚弱）

・６／９（木）・２４（金）、７／１４（木）・２９（金）

田代久枝先生（家庭児童相談員）による育児相談

・子育て支援センター保育士による育児相談（随時）（電話可）

６月の予定
日 曜 内　　容 場　　所
１ 水 なかよし広場 中山幼稚園
２ 木 なかよし広場 からたち幼稚園
３ 金 ぱんだクラブ 中村地区公民館
４ 土
５ 日
６ 月

７ 火
なかよし広場
相談日（上岡先生）

うえの保育所
子育て支援センター

８ 水 なかよし広場 伊予幼稚園

９ 木
くまクラブ
相談日（田代先生）

子育て支援センター

１０ 金
あおぞら広場
絵本貸出日

しもなだ運動公園
子育て支援センター

１１ 土 絵本貸出日 子育て支援センター
１２ 日

１３ 月

１４ 火 なかよし広場 ぐんちゅう保育所
１５ 水 なかよし広場 北山崎幼稚園
１６ 木 うさぎクラブ 子育て支援センター
１７ 金 なかよし広場 みどり保育所
１８ 土

１９ 日

２０ 月

２１ 火
なかよし広場
相談日（花熊先生）

なかむら保育所
子育て支援センター

２２ 水 ぱんだクラブ 中山林業センター
２３ 木 ひよこクラブ 子育て支援センター

２４ 金
相談日（田代先生）
絵本貸出日

子育て支援センター

２５ 土 絵本貸出日 子育て支援センター
２６ 日
２７ 月

２８ 火 ぱんだクラブ 双海保健センター
２９ 水 育児講座 子育て支援センター
３０ 木

７月の予定
日 曜 内　　容 場　　所
１ 金 くまクラブ 子育て支援センター
２ 土

３ 日

４ 月 相談日（吉松先生） 子育て支援センター
５ 火 なかよし広場 下灘保育所
６ 水 育児講座（救命講習） 中央公民館第１会議室
７ 木 うさぎクラブ 子育て支援センター

８ 金
ぱんだクラブ
絵本貸出日

中山林業センター
子育て支援センター

９ 土 絵本貸出日 子育て支援センター
１０ 日

１１ 月

１２ 火 ぱんだクラブ 大平地区公民館
１３ 水 ぱんだクラブ 下灘コミセン

１４ 木
なかよし広場
相談日（田代先生）

中山保育所
子育て支援センター

１５ 金 ひよこクラブ 子育て支援センター
１６ 土

１７ 日

１８ 月

１９ 火 あおぞら広場 五色姫海浜公園
２０ 水

２１ 木

２２ 金 絵本貸出日 子育て支援センター
２３ 土 絵本貸出日 子育て支援センター
２４ 日

２５ 月

２６ 火

２７ 水

２８ 木 相談日（友沢先生） 子育て支援センター
２９ 金 相談日（田代先生） 子育て支援センター
３０ 土

３１ 日

対 象 者　０歳から未就学児とその保護者

     　　　　　　　（各クラブ・広場は未就園児）

利用方法　初回利用時に登録していただきます。

利 用 日　月～土曜日（日曜日、祝日は休み）

利用時間　〈午前〉９：００～１２：００

  　　　   〈午後〉１３：００～１６：３０

     　  　〈各クラブ・広場〉１０：００～１１：３０

参 加 料　無料

問い合わせ　☎９８２－０４４４

子育て支援センターあおぞら

 広場の紹介

○親子ふれあい広場…親子で歌やダンスを楽しもう！

みるくクラブ ２３年４月２日生まれ～（９月からスタート）

ひよこクラブ ２２年４月２日～２３年４月１日生まれ

うさぎクラブ ２１年４月２日～２２年４月１日生まれ

くまクラブ １９年４月２日～２１年４月１日生まれ

ぱんだクラブ 全年齢

○なかよし広場…市内の幼稚園や保育所で遊ぼう！

○あおぞら広場…自然いっぱいの公園で遊ぼう！

※なかよし・あおぞら広場は、雨天中止。
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㊩休日当番医（９時～１７時、要予約）６月のカレンダー
１ 水 電波の日、気象記念日

２ 木

３ 金

４

ほたるの里ふたみほたるまつり

（１６時～）翠小学校グラウンド

伊予中山ホタルまつり

（１７時～）中山高校グラウンド

５
世界環境デー

㊩伊予病院☎９８３－２２２２
６ 月 芒種

７ 火

８ 水

９ 木

１０ 金 時の記念日

１１ 入梅

１２

ＨＩＭＥカップビーチバレー６月大会（８時３０分～）

五色姫海浜公園

㊩谷口耳鼻咽喉科☎９８３－１４３３

１３ 月

１４ 火

１５ 水

１６ 木

１７ 金

１８ 海外移住の日

１９
父の日

㊩伊予診療所☎９８２－１１７０
２０ 月

２１ 火

２２ 水 夏至

２３ 木

２４ 金

２５

２６

唐川びわ祭り（９時～）唐川コミュニティセンター

五色姫海浜公園海開き（９時～）五色姫海浜公園

双海の海開き（１１時～）ふたみシーサイド公園

市税等納付窓口開設（８時３０分～１７時）　税務課窓口

㊩橘内科・小児科☎９８２－００２３

２７ 月

２８ 火 貿易記念日

２９ 水

３０ 木

イベント
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私たちにできること

東日本大震災にかかる救援金募金および救援物資への

ご協力ありがとうございました

■救援金募金　３月１４日（月）～９月９日（金）

総額４，１６０，２４４円（５月１１日現在）

■救援物資受け入れ　３月１９日（土）～４月８日（金）　　

総段ボール箱数  ８７５箱　　総受付件数  ８０５件

（内訳：カップ麺などの保存食２，３６７個、水９１１本、使い捨て食器２，１９７個、石

けん１，０３７個、シャンプー４５本、洗剤４６０本、生理用品１０，４６７枚、粉ミルク６６

缶、幼児用紙おむつ９，６９５枚、高齢者用おむつ７，６２８枚、尿失禁用パット８，７７６

枚、マスク４０，４９０枚、トイレットペーパー７，２９８個、箱ティッシュ３，９１９箱、ウェッ

トティッシュ３９５個、使い捨てカイロ５，４４５個、乾電池５１２個、その他５２３個）

　市では、３月１１日に発生した東日本大震災により被災された方々を支援するため、募

金箱の設置および救援物資の受け入れを行い、市民の皆さんから多くの善意をお寄せい

ただきました。心温まるご支援、本当にありがとうございました。

　なお、救援物資の受け入れは、現在停止していますが、募金箱は、引き続き設置してい

ますので、今後もご支援ご協力をお願いいたします。

募金箱設置場所：伊予市役所１階ロビー、中山地域事務所、双海地域事務所

※寄附を装った詐欺に、ご注意ください。
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